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【はじめに】　高齢者の体力低下は転倒のリスクになるが、縦断的データからの報告は
少ない。そのため、本研究では、５～９年間継続観察している縦断なデータから、高
齢期の体力変化量と転倒との関連を明らかにすることを目的とした。
【方法】　毎年実施している体力測定会への60歳以上参加者で、2002年～2010年までの
９年間のうち、５回以上の測定値のある175名（男性67名、女性108名）を対象にし
た。分析項目は、１）体格（身長、体重、BMI）、２）体力（握力、脚筋力、チェア
スタンド、垂直跳び、歩行速度、閉眼・開眼片足立ち、長座体前屈、シャトルスタミ
ナウォーク（SSTw）、ステッピングなど）、３）生活状況・転倒状況である。体力は、
項目別に、5個から9個の個別測定値に回帰直線を当てはめ、その傾きから加齢変化の
大きさ（老化度）を求めた。
【結果】　９年間全く転倒経験の無い者は81名（男性36名、女性45名：転倒Ａ群）、転
倒経験者は94名であり、そのうち回数の少ない者（観察期間平均で年1回未満：転倒
Ｂ群）は66名（男性19名、女性47名）、転倒の多い者（同１回以上：転倒Ｃ群）は28
名（男性12名、女性16名）であった。回帰の傾きからみた体力の加齢変化には個人
差が認められ、初回時年齢75歳以上は75歳未満に比べ傾きが大きかった。転倒３群
（Ａ、Ｂ、Ｃ）別に、年齢、体格、体力変化量を比較すると、男性では速歩速度、女
性では年齢、速歩速度、SSTwに群間差が認められた。転倒経験のある者、特によく
転倒する群は、転倒経験のない群に比べ、年齢が高く、体力変化量が大きかった。
【結論】　体力測定に毎年参加する集団ではあるが、追跡観察すると、その後によく転
倒する者は、転倒しない者に比べ体力低下率が大きく、特に歩行能力（女性は持久
性）は、その後の転倒を予測する体力要素であることが明らかになった。
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